
 

 

 

● 小児慢性特定疾病医療費助成制度とは 
児童福祉法に基づき、小児慢性特定疾病にかかっている児童等について、健全育成の観点から患児家庭の

医療費の負担軽減を図るため、その医療費の自己負担分の一部を助成する制度です。 
 

● 対象者 
豊中市に居住する 18 歳未満の児童で、国が定める認定基準（疾病の状態の程度）に該当する状態である

こと。ただし、18 歳到達時点で本制度の受給者と認定されている方のうち、18 歳到達後も引き続き治療が
必要であると認められる場合は 20 歳未満の方も対象とします。なお、18 歳到達後の新規申請できません。 

 

● 対象となる疾病 
16 疾患群に属する 801 疾病が対象となります。各疾病には、一定の対象基準が設けられていますので、

事前に医師にご相談ください。 
対象疾病について、詳細は「小児慢性特定疾病情報センター」のホームページ（右の二次元

コード）≪https://www.shouman.jp/≫で確認できます。 
 

 

● 対象となる医療費 
認定を受けた小児慢性特定疾病やそれに付随する傷病において、指定医療機関（※１）で受けた診察・治

療・投薬・訪問看護費用のうち、保険診療の適用分と入院時の食費が対象となります。 
保険適用外の自費検査・治療等や、認定を受けた疾病に関係のない疾病の治療等は対象になりません。 
 

● 申請の方法 
・給付を受けようとする受診者（児童等）の保護者（医療保険の被保険者等）が申請してください。  

＜申請者となる保護者の優先順位＞ 
① 児童が加入する医療保険の被保険者 
② 児童を現に監護する方（①に該当する保護者が単身赴任等により別居している場合等） 
③ 収入の高い方  

・必要書類のうち、指定医（※２）が作成する「医療意見書」については、通院または入院している医療機
関で記入してもらう必要があります。 

・新規申請の際は、疾病や生活の状態についてお聞かせいただくため、30 分程度面談のお時間をいただき
ます。郵送または電子申請で提出いただく場合は、保健センターよりお電話します。 

 
A．窓口へ持参：必要書類一式を申請・問合せ窓口（P.４に記載）までご持参ください。 
B．郵送で提出：書留等、送達記録を確認できる方法をお勧めしています。 
C．電 子 申 請 ：右の二次元コードより電子申請ができます。ただし、紙面に病状が記載された医療 

意見書は原本の提出が必要です。電子申請後、持参または郵送で提出してください。 
≪ https://apply.e-tumo.jp/toyonaka-city-u/offer/offerList_detail.action?tempSeq=10370 ≫ 

豊中市 小児慢性特定疾病医療費助成 申請のてびき 



 

● 医療受給者証の交付 
申請書類の審査後、承認された場合は、医療受給者証と自己負担上限額管理票を申請者の住所に送付しま

す。申請書類に不備等がなく、指定医への照会の必要がない場合で２か月程度かかります。 
 

● 医療受給者証の有効期間と更新の手続き 
医療受給者証の有効期間は、原則として、申請日から１年間です。継続の方で１年以内に 20 歳に達する

場合は、お誕生日の前日までです。有効期間終了後も引き続き治療が必要な場合は、必ず有効期間の終了前
に更新申請の手続きを行ってください。 

 

● 承認後の医療費の助成（自己負担額について） 
・小児慢性特定疾病にかかる医療を受ける際に、医療受給者証と自己負担上限額管理票を指定医療機関の窓

口に提示してください。 
・市町村民税の世帯の課税状況（住民票の世帯に関係なく、同じ医療保険に加入するものを同一世帯として

算定。国民健康保険は同じ国保に加入する全員、被用者保険は被保険者のみを算定。）により決定された
自己負担上限額を毎月の限度額とし、医療費の２割を自己負担金として医療機関（薬局・訪問看護ステー
ションを含む）の窓口でお支払いください。月ごとに月額自己負担上限額に達するまでは窓口での自己負
担が生じます。１か月の窓口でのお支払いが自己負担の上限額に達した時点で、同月においては、それ以
上の支払いはなくなります。 

・各月に支払った自己負担額は、会計時に各指定医療機関が自己負担上限額管理票に記入していくことで管
理していただくことになります。 

・他の医療費助成の医療証（子ども医療証、障害者医療証、ひとり親家庭医療証）をお持ちの場合は、必ず
すべての医療証をあわせて提示してください。 

 

 

 
 

 



 

● 必要書類一式 
申請書等の様式は市ホームページからダウンロードできます。 
電子申込システムから手続きする場合、❸・❹・❺は入力フォームに登録することで作成されます。 
 

☑  

 

 

 



 

● よくあるご質問 

 

● 療育相談 

中部保健センターでは、小児慢性特定疾病にかかっている児童等の療育のため、保健師その他の専門の職

員が日常生活のご相談に応じていますので、お気軽にご相談ください。  

 


